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TEL  （086）441-5660 <木・10:00-15:00> 

NPO法人 子育て応援ナビぽっかぽか 

 暑い日がまだまだ続きそうです。ママもお子さんも暑さ対
策・熱中症対策はしっかりとしてお外に出かけてください
ね！午前9時時点で、倉敷地域に何らかの気象警報が発令

されている場合、ひろばも出張ひろばもお休みとなります。
また、開所時間内に発令された場合も、その時点で閉めさ
せていただきます。 

  9月 4日（木） 
 10時から15時まで 

  9月 11（木） 
 9時から14時まで 

  9/18（木）は、きく 
ちゃんが来てくれるよ！ 
相談したいことがある人 
は、ぜひ来て下さいね 

  ひろばに専用駐車場はありませ

ん。近隣の有料駐車場を御利用
下さい。ひろば周辺の駐車場は
すべて月極駐車場ですので、絶
対に駐車はしないで下さい。 

 11時30分から13時

は、ランチタイム！お
弁当を持ってきて皆
で食べましょう♪ 

児童精神科医 佐々木 正美先生 

「子育てプラス」 
                 

  9月18日（木） 
 10時から15時まで 

  

  9月25日（木） 
 10時から15時まで 

きくちゃん。 

 思春期の若者たちは、自分の話すことをしっかり聞いてくれる、そして心をこめて見守ってくれている
親や大人たちを、ひたすら求めながら、日々迷い、苦悩しながら生きているのだということを、よく知らな
ければならないと思います。 
 大切なことは、彼らが本当に求めてくるまで、こちらの意見、とくに批判や叱責をするようなことは、でき
るだけ控えること。そうでなければ、たいていの場合、怒りの感情をもって反発してくるからです。 
 最近の親子関係でもっとも欠けているのが、その子が何をしたがっているかを聞いてあげよう、分
かってあげようという、親の姿勢です。と思えるような大人は、一人もいなかったに違いありません。 
 子どもの幸せを望まない親はいません。しかし、そのとき「子どもは何を望んでいるのか」という問いを
忘れないようにしたいと思います。 
 そして、幼少期から、子どもの話をよく聞く、意見を言うよりも見守る、受け入れる。親は教育者にな
るよりも保護者に徹する、ということの意味と重要性を、私たちはもっとかみ締めることが大切なのです。 
 幼少期から子どもを見守り、本気で話を聞くこと、そして自分は保護者なんだと思うことが大切です。                                              
                                                                                                           ※ 響き合う心より 

 防災の日（ぼうさいのひ）は、「政府、地方公共団体等関係諸機関をはじめ、広く国民
が台風高潮、津波、地震等の災害についての認識を深め、これに対処する心構えを準
備する」こととし、毎年9月1日を中心として「防災思想の普及、功労者の表彰、防災訓
練等これにふさわしい行事」が実施されています。また、「防災の日」を含む1週間を防
災週間として、様々な国民運動が行われます。 


